






Theory of the Chain Construction with EI剖 ticJoints (6) 
-Relaxation Method of the Chain Plate with Elastic Joints-
(Study on the Sandwich Curtain Wall (13) ) 
Hokato EGAMI 
(Received Oct. 2， 1968) 
In the previous paper， the author reported the theory of the Chain Construc-
tion with Elastic J oints from the resu1ts of the experimental study on the Sand-
wich Curtain Wall. It was shown that the theory could be applied to the wall 
with close approximation in its vertical direction. In the another paper， as the 
resu1ts of the experimental study on def1ection of the Chain Plate with Elastic 
J oints composed of isotropic plates and elastic joints， itwas shown that practical 
analysis of that is very handy and the error of which obtained by this way are 
few. The present paper deals with an approximate solution in the Simply Su-
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また(3)式を用いて sQを求めれば，
















sQc 一一ma+mn 3Pa 
』 ιB一 一一一一一一一-~ム~ 5 
sQBC=.E!c-mB _ Pc 一 一一ーム~ 2 
従って支持点における力の釣合から，両端の反力を求
めることができるD
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節点の釣合モーメントおよ I-t (C) 今 L与
びC点の撹みはそれぞれ， 関4
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δn=-Pc( 2ム s)3_ Pcム s3一一一一-192EI 24EI 
これらを(b)，(c)図に示す。
図5(a)の場合は，
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となり，節点の力の釣合か 凶 (1，) 
ら両端の反力は ↓~今ーヂ
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68 
単位CAFDの摂りについては， C図より側式を用い
て，。 3PD =ー ←ー (1-η十 2γDO)6.s. '"・ H ・，(31)
8t8GR 
各支持点の反力を (3)および(5)式から求めて (b)閃に示
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として， (34-2)式を整理・すれば，
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δCD= P( 1ーηー 2rDυ〉ム.e2D一 一一一一 .....(細5S 
単位CAFDの振りについては図(c)より側式を用いて，
DF=~-P(2 ー 2η+ lOrDcF) ~.e ..........(~7) 併 F一一 一一一一一一~ 3
20t3G 一
単位CBIDについては，図(d)より側式を用いて，
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単位. CDFAの摂りについては，(f)図より側式を用
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φCAム .e=δCA，
δCA=OCD. 。CDF=ゆCD1とし，これに(初および(甜)式を代入して，












φ_ 3P( 1ーη+2 rDC)~ .e 
D一一 . ・側
4t3G(V + 1) 
ゆCDム.e=OCDとL， これに(制式および(制式を代入し
て，
豆包三万+戸μC)ー〈 1ーηー 2rDC) _ Ul 
4 (V+ 1わ 5 U2 
・・・・・・例。CAム.e=OCAとし，これに側および(40)式を代入して，
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単位CAFDの探りについては， c図から側式を用い








。CA=-'1P(ηー 2rAC)ムρ ・H ・-(52)
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単位CDFAの振りについては，図eより(28)式を用い
て，。CAF==~P(5η+ 32rAcF注 s ……側
64t3G 
単位CEGAについては， (f)図より側式を用いて，






















一塁一(8η+16rAc) = (η-2rAc)ul・ ..・ H ・-削)
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OCム.e=OCDとし， これに(50)および(51)式を代入して，
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20t3GR 
単位CAFDについては， (じ)図より白8)式を用いて，
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????? ， ?• • • まfこ，rDCF=γDc-rDCI. 
側式と(71)式よりrDCFを消去して，
一(2-2η+10rDc)vー 3+3ηlOrDCIー V+ 1 
・ (72)
問式を(6~式に代入して， OCDI=ゆCDとして，
。 D=~ P( 1 一η十 2rDC)ム8v ……・・・(73)
4 t3GR(V十 1) 。CAF=ctCAGとし，間および側式を代入して，
5η十32rACF=11η+ 32rACG. ・一…...(74) 
. ... .(75) また，rACG=rAC一γACF.
間式と刊式よりγACGを消去して，
6η十32rAC32rACF= リ 2 4 = 3η+16rAc. ・・・・・0印
刷式を閉式に代入L，OCAF=OCAとして，







36(η+ 2rAc) 7 =〈ηー 2rAC)Ul・...・H ・.(79)
OCD=OCAとし， これに側および側式を代入して，
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~むは最大(ここに 81>む>……・84) で， 86~むがそ
れらの中間値(ここにむ>科>・・…・09) となる。従っ
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